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(57)【要約】
【課題】携帯用端末機の出力画面の倍率調節性能を向上
させるため、携帯用端末機において傾きを用いて出力画
面の倍率を調節する携帯用端末機の出力画面制御装置及
びその方法を提供する。
【解決手段】携帯用端末機の出力画面制御装置であって
、倍率が調節された出力画面を表示する表示部と、前記
出力画面の中の拡大又は縮小地点を設定する入力部と、
前記出力画面の拡大又は縮小の倍率を判断するための基
準情報を保存するメモリ部と、前記携帯用端末機の傾き
を測定して、前記測定された傾きを用いて出力画面の倍
率の調節有無を判断する倍率確認部と、前記倍率確認部
によって確認された倍率に応じて出力画面を制御する制
御部とを有する。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　携帯用端末機の出力画面制御装置であって、
　倍率が調節された出力画面を表示する表示部と、
　前記出力画面の中の拡大又は縮小地点を設定する入力部と、
　前記出力画面の拡大又は縮小の倍率を判断するための基準情報を保存するメモリ部と、
　前記携帯用端末機の傾きを測定して、前記測定された傾きを用いて出力画面の倍率の調
節有無を判断する倍率確認部と、
　前記倍率確認部によって確認された倍率に応じて出力画面を制御する制御部とを有する
ことを特徴とする携帯用端末機の出力画面制御装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記出力画面の拡大又は縮小のための入力を感知した場合、前記出力画
面の現在倍率を示すズームゲージを前記表示部に出力するように処理することを特徴とす
る請求項１に記載の携帯用端末機の出力画面制御装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記携帯用端末機の傾き変化がない場合、出力された前記ズームゲージ
が消えるように処理することを特徴とする請求項２に記載の携帯用端末機の出力画面制御
装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記ズームゲージが消える前の維持した状態の倍率を出力画面の倍率に
設定することを特徴とする請求項２に記載の携帯用端末機の出力画面制御装置。
【請求項５】
　前記制御部は、前記携帯用端末機の傾きに応じた倍率に出力画面を制御した後、前記ズ
ームゲージの状態を変更することを特徴とする請求項２に記載の携帯用端末機の出力画面
制御装置。
【請求項６】
　前記倍率確認部は、前記携帯用端末機の傾きの測定のためのセンシング部を含むことを
特徴とする請求項１に記載の携帯用端末機の出力画面制御装置。
【請求項７】
　前記倍率確認部は、前記携帯用端末機の動作状態に従って、前記出力画面の倍率を変更
するようにする傾き情報を区分し、
　ここで、横モードに動作する前記携帯用端末機はＸ軸センシング情報、縦モードに動作
する前記携帯用端末機はＹ軸センシング情報を用いて傾きを把握することを特徴とする請
求項１に記載の携帯用端末機の出力画面制御装置。
【請求項８】
　前記倍率確認部は、複数のリンク項目を含む出力画面においてリンク項目の選択を感知
した場合、前記リンク項目の周辺を拡大させることを特徴とする請求項１に記載の携帯用
端末機の出力画面制御装置。
【請求項９】
　前記倍率確認部は、前記出力画面の倍率に応じて選択されたリンク項目の周辺を拡大さ
せることを特徴とする請求項８に記載の携帯用端末機の出力画面制御装置。
【請求項１０】
　携帯用端末機の出力画面制御方法であって、
　出力画面の中の拡大又は縮小地点を設定する段階と、
　前記携帯用端末機の傾きを測定する段階と、
　前記測定された携帯用端末機の傾きと基準情報とを用いて前記出力画面の倍率の調節有
無、及び出力倍率を判断する段階と、
　前記判断された出力倍率に応じて前記出力画面を制御する段階と、
　前記倍率が調節された出力画面を出力する段階とを有することを特徴とする携帯用端末
機の出力画面制御方法。
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【請求項１１】
　前記出力画面の拡大又は縮小のための入力を感知した場合、前記出力画面の現在倍率を
示すズームゲージを出力する段階をさらに有することを特徴とする請求項１０に記載の携
帯用端末機の出力画面制御方法。
【請求項１２】
　前記携帯用端末機の傾き変化がない場合、出力された前記ズームゲージが消えるように
処理する段階をさらに有することを特徴とする請求項１１に記載の携帯用端末機の出力画
面制御方法。
【請求項１３】
　前記ズームゲージが消える前に維持した状態の倍率を前記出力画面の倍率に設定する段
階をさらに有することを特徴とする請求項１１に記載の携帯用端末機の出力画面制御方法
。
【請求項１４】
　前記携帯用端末機の傾きに応じた倍率に前記出力画面を制御した後、前記ズームゲージ
の状態を変更する段階をさらに有することを特徴とする請求項１１に記載の携帯用端末機
の出力画面制御方法。
【請求項１５】
　前記携帯用端末機の傾きを測定する段階は、センシング部を介して前記携帯用端末機の
傾きを測定する段階を含むことを特徴とする請求項１０に記載の携帯用端末機の出力画面
制御方法。
【請求項１６】
　前記出力倍率を判断する段階は、前記携帯用端末機の動作状態に従って前記出力画面の
倍率を変更するようにする傾き情報を区分し、
　ここで、横モードに動作する前記携帯用端末機はＸ軸センシング情報、縦モードに動作
する前記携帯用端末機はＹ軸センシング情報を用いて傾きを把握することを特徴とする請
求項１０に記載の携帯用端末機の出力画面制御方法。
【請求項１７】
　複数のリンク項目を含む出力画面においてリンク項目の選択を感知した場合、前記リン
ク項目の周辺を拡大させる段階をさらに有することを特徴とする請求項１０に記載の携帯
用端末機の出力画面制御方法。
【請求項１８】
　前記リンクの周辺を拡大させる段階は、前記出力画面の倍率を確認する段階と、
　前記確認された倍率に応じて選択された前記リンク項目の周辺を拡大させる段階とを含
むことを特徴とする請求項１７に記載の携帯用端末機の出力画面制御方法。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、携帯用端末機の出力画面の倍率を調節するための装置及び方法に関し、特に
携帯用端末機の傾きを用いて出力画面の倍率を調節し、さらにリンク項目選択の正確度を
高めるために現出力倍率に応じてリンク項目の出力倍率を制御する携帯用端末機の出力画
面制御装置及びその方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、携帯用端末機は、携帯の便利性の影響でその使用が急激に拡大している。
　従って、サービス提供者（端末機の製造者）は多くの使用者を確保するためにより便利
な機能を有する携帯用端末機を競争的に開発している。
　例えば、携帯用端末機は、フォンブック、ゲーム、スケジューラ、短文メッセージサー
ビス、マルチメディアメッセージサービス、放送メッセージサービス、インターネットサ
ービス、電子メール、モーニングコール、ＭＰ３、デジタルカメラなどの機能を提供して
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いる。
【０００３】
　また、最近ではタッチスクリーンパネルを入力手段とする携帯用端末機が主に使用され
てきている。タッチスクリーンパネルを入力手段として具備した携帯用端末機はタッチス
クリーンパネルを用いて画面の表示を制御できる機能、すなわち、画面を拡大或いは縮小
できる機能を提供している。一般的に、従来の携帯用端末機においてはマルチタッチを用
いた画面拡大及び縮小方式を提供している。
【０００４】
　マルチタッチを用いる方式は携帯用端末機において使用者の二つの指でタッチした二つ
の地点を認識し、二つの地点の距離変化に応じて出力画面を拡大或いは縮小して表示する
方式である。すなわち、マルチ方式は画面をタッチした二つの指の距離変化に応じて画面
拡大及び縮小を行うため、望むレベルまで画面を拡大するか縮小するためには使用者が画
面に指を接触して画面を拡大或いは縮小した後、指を外す動作を幾つか繰り返されなけれ
ばならない。
【０００５】
　しかしながら、上記のような動作を繰り返すことは画面拡大及び縮小のための使用者の
入力が複数回なされなければならず、さらに、タッチスクリーンパネルの表面にムラが生
じるという問題が発生する。
　また、マルチタッチ方式を用いて画面拡大及び縮小を行う場合、使用者は拡大／縮小の
ための動作と共に画面スクロール動作を行うことができないという問題が発生する。
　従って、携帯用端末機において上述のようなマルチタッチ方式の問題を解決するための
画面の拡大及び縮小機能が要求されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】韓国特許出願公開第１０－２００６－０１０７２８５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　そこで、本発明は上記従来の携帯用端末機における問題点に鑑みてなされたものであっ
て、本発明の目的は、携帯用端末機の出力画面の倍率調節性能を向上させるため、携帯用
端末機において傾きを用いて出力画面の倍率を調節する携帯用端末機の出力画面制御装置
及びその方法を提供することにある。
【０００８】
　本発明の他の目的は、携帯用端末機において出力画面に含まれたリンク項目の選択率を
向上させるため、携帯用端末機においてリンク項目を拡大出力してリンク項目が選択され
る携帯用端末機の出力画面制御装置及びその方法を提供することにある。
　本発明のまた他の目的は、携帯用端末機において画面出力倍率に応じるリンク項目の拡
大出力の有無を判断する携帯用端末機の出力画面制御装置及びその方法を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するためになされた本発明による携帯用端末機の出力画面制御装置は、
携帯用端末機の出力画面制御装置であって、倍率が調節された出力画面を表示する表示部
と、前記出力画面の中の拡大又は縮小地点を設定する入力部と、前記出力画面の拡大又は
縮小の倍率を判断するための基準情報を保存するメモリ部と、前記携帯用端末機の傾きを
測定して、前記測定された傾きを用いて出力画面の倍率の調節有無を判断する倍率確認部
と、前記倍率確認部によって確認された倍率に応じて出力画面を制御する制御部とを有す
ることを特徴とする。
【００１０】
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　上記目的を達成するためになされた本発明による携帯用端末機の出力画面制御方法は、
携帯用端末機の出力画面制御方法であって、出力画面の中の拡大又は縮小地点を設定する
段階と、前記携帯用端末機の傾きを測定する段階と、前記測定された携帯用端末機の傾き
と基準情報とを用いて前記出力画面の倍率の調節有無、及び出力倍率を判断する段階と、
前記判断された出力倍率に応じて前記出力画面を制御する段階と、前記倍率が調節された
出力画面を出力する段階とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１１】
　本発明に係る携帯用端末機の出力画面制御装置及びその方法によれば、携帯端末機にお
いて出力画面を制御するために、携帯用端末機の傾きを用いて出力画面の倍率を調節でき
るという効果があり、また、画面の出力倍率に応じるリンク項目を拡大出力して出力画面
の倍率調節の性能を向上させ、リンク項目の選択率を向上させることができるという効果
がある。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本発明の一実施形態による傾きを用いて出力画面の倍率を調節する携帯用端末機
の構成を示すブロック図である。
【図２】本発明の一実施形態による携帯用端末機を用いて出力画面の倍率を調節する段階
を説明するためのフローチャートである。
【図３】本発明の一実施形態による携帯用端末機において使用者の傾きに応じて出力画面
の倍率を調節する段階を説明するためのフローチャートである。
【図４】本発明の一実施形態による携帯用端末機のリンク選択の過程を説明するためのフ
ローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態による携帯用端末機において、出力画面の倍率を調節する画
面を示す図であり、（Ａ）は基準点を設定する画面を示す図であり、（Ｂ）はズームゲー
ジを出力した画面を示す図であり、（Ｃ）は傾きを用いて出力画面を拡大させた画面を示
す図であり、（Ｄ）は傾きを用いて出力画面を縮小させた画面を示す図である。
【図６】本発明の一実施形態による携帯用端末機において、リンク項目の選択を制御する
画面を示す図であり、（Ａ）はリンク項目の選択を感知する画面を示す図であり、（Ｂ）
は使用者のタッチ入力周辺に存在するリンク項目を拡大した画面を示す図であり、（Ｃ）
は使用者によって選択されたリンク項目の詳しい内容を出力した画面を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１３】
　次に、本発明に係る携帯用端末機の出力画面制御装置及びその方法を実施するための形
態の具体例を図面を参照しながら説明する。
【００１４】
　本発明を説明するに当たって、関連する公知機能或いは構成に対する具体的な説明が本
発明の要旨を不明確にする恐れがあると判断される場合、その詳細な説明を省略する。
【００１５】
　図１は、本発明の一実施形態による傾きを用いて出力画面の倍率を調節する携帯用端末
機の構成を示すブロック図である。
　図１を参照すると、携帯用端末機は、制御部１００、倍率確認部１０２、メモリ部１０
４、入力部１０６、表示部１０８、及び通信部１１０を含んで構成される。
【００１６】
　携帯用端末機の制御部１００は、携帯用端末機の全般的な動作を制御する。
　例えば、音声通話及びデータ通信のための処理及び制御を行う。また、制御部１００は
、本発明によって携帯用端末機の傾きを用いた出力画面の拡大／縮小を用いて既存のマル
チタッチ基盤の指タッチを用いた出力画面の拡大／縮小の問題を解決するように処理する
。
【００１７】
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　すなわち、制御部１００は、携帯用端末機の傾きを測定した後、測定された傾きの程度
が出力画面の拡大のための傾きであるのか、又は出力画面の縮小のための傾きであるのか
確認する。また、制御部１００は、測定された傾きを用いて拡大又は縮小の倍率を確認す
る。
　この際、制御部１００は、傾きを用いて確認した倍率を示すズームゲージを出力するこ
とで変更される画面倍率を示し、出力画面の倍率が決定されると出力されたズームゲージ
が消えるように処理する。
　これによって、携帯用端末機の使用者はズームゲージが消える前に示される画面倍率が
出力画面の倍率として設定されることが分かる。
【００１８】
　倍率確認部１０２は、制御部１００の制御下で携帯用端末機の傾きを測定するセンシン
グ部を含むことができ、センシング部を介して取得されるセンシング情報を用いて携帯用
端末機の傾きを判断できる。以後、携帯用端末機の倍率確認部１０２は判断された傾きを
介して変更する出力画面の倍率を把握することができる。
【００１９】
　メモリ部１０４は、ロム（ＲＯＭ）、ラム（ＲＡＭ）、フラッシュＲＯＭなどで構成さ
れる。ＲＯＭは、制御部１００及び倍率確認部１０４の処理及び制御のためのプログラム
のマイクロコードと各種参照データを保存する。
　ＲＡＭは、制御部１００のワーキングメモリで、各種プログラムを行う際に発生する一
時的なデータを保存する。
　また、フラッシュＲＯＭは電話番号簿、受発信メッセージ、メタデータ、及びデータ保
存用データベースのような更新可能な各種保管用データを保存し、本発明による出力画面
の拡大又は縮小倍率の判断のための基準情報を保存する。
【００２０】
　入力部１０６は、０～９の数字キーボタンと、メニューボタン、キャンセルボタン、確
認ボタン、通話ボタン、終了ボタン、インターネットアクセスボタン、ナビゲーションキ
ー（又は方向キー）ボタン、及び文字入力キーなど複数の機能キーを具備し、使用者が押
すキーに対応するキー入力データを制御部１００に提供する。また、入力部１０６は本発
明による出力画面の中の拡大又は縮小地点を設定する使用者の入力を制御部１００に提供
する。
【００２１】
　表示部１０８は、携帯用端末機の動作する際に発生する状態情報、文字、多量の動画及
び静止画像などを表示するもので、本発明による画面の倍率が調節された画面を出力、表
示する。表示部１０８は、カラー液晶ディスプレイ装置（ＬＣＤ）、ＡＭＯＬＥＤ（Ａｃ
ｔｉｖｅ　Ｍａｔｒｉｃｓ　Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄ
ｅ）などを使用してもよく、表示部１０８は、タッチ入力装置を具備してタッチ入力方式
の機器に適用する場合に入力装置としも使用する。
【００２２】
　通信部１１０は、アンテナ（図示せず）を介して入出力されるデータの無線信号を送受
信処理する機能を行う。
　例えば、送信である場合、送信するデータをチャンネルコーディング及び拡散した後、
ＲＦ処理して送信する機能を行い、受信である場合、受信されたＲＦ信号を基底帯域信号
に変換して基底帯域信号を逆拡散及びチャンネル復号してデータを復元する機能を行う。
【００２３】
　倍率確認部１０２の役割は、携帯用端末機の制御部１００によって行われてもよいが、
本発明ではこれを別途に構成して図に示したのは説明の便宜のための例示的な構成であっ
て決して本発明の範囲を制限しようとするものではなく、当業者であれば本発明の範囲内
で多様な変形構成が可能であることを理解できるはずである。例えば、これら全てを制御
部１００で処理するように構成してもよい。
【００２４】
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　図２は、本発明の一実施形態による携帯用端末機を用いて出力画面の倍率を調節する段
階を説明するためのフローチャートである。
　図２を参照すると、出力画面の倍率を調節するための携帯用端末機の使用者は、まずス
テップＳ２０１で拡大又は縮小機能を支援するアプリケーションを実行する。
　ここで、拡大又は縮小機能を支援するアプリケーションは、インターネットブラウザ、
電子書籍ビューア、イメージビューア、電子新聞ビューアなどがある。
【００２５】
　次に、携帯用端末機の使用者は、ステップＳ２０３に進行して出力画面を拡大又は縮小
させる機能を行なうか否かを確認する。
　もし、ステップＳ２０３で出力画面の拡大又は縮小機能を行なわないと判断した場合、
携帯用端末機の使用者はステップＳ２０１の段階にもどる。
【００２６】
　一方、ステップＳ２０３で出力画面の拡大又は縮小機能を行なうと判断した場合、携帯
用端末機の使用者は、ステップＳ２０５に進行してタッチ入力を用いて基準点を設定する
。
　ここで、基準点は、出力画面の中の拡大又は縮小しようとする地点を示すもので、携帯
用端末機は基準点（使用者のタッチ入力が発生した地点）を基に出力画面の一定領域を拡
大又は縮小するように処理する。
【００２７】
　次に、携帯用端末機の使用者は、ステップＳ２０７に進行して予め定められた方向に端
末機を傾かせて拡大又は縮小させる機能を行う。
　すなわち、携帯用端末機は、使用者によって傾かされる程度（量）及び方向に応じて出
力画面の倍率を調節することができる。
　次に、携帯用端末機の使用者はこのアルゴリズムを終了する。
【００２８】
　図３は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において使用者の傾きに応じて出力画
面の倍率を調節する段階を説明するためのフローチャートである。
【００２９】
　図３を参照すると、携帯用端末機は、まずステップＳ３０１で拡大又は縮小機能を支援
するアプリケーションを実行する。
　ここで、拡大又は縮小機能を支援するアプリケーションは、先の説明と同様にインター
ネットブラウザ、電子書籍ビューア、イメージビューア、電子新聞ビューアなどがある。
【００３０】
　次に、携帯用端末機はステップＳ３０３に進行して使用者から出力画面の中の拡大又は
縮小しようとする地点を示す基準点設定のためのタッチ入力を感知したか否かを確認する
。
　もし、ステップＳ３０３で基準点設定のためのタッチ入力を感知してない場合、携帯用
端末機はステップＳ３０１の段階にもどる。
【００３１】
　一方、ステップＳ３０３で基準点設定のためのタッチ入力を感知した場合、携帯用端末
機はステップＳ３０５に進行して出力画面にズームゲージを出力（表示）するように処理
する。
　ここで、ズームゲージは、出力画面の倍率を示すゲージであって、ズームゲージが上が
れるほど高い倍率に出力され、ズームゲージが下がれるほど出力画面が低い倍率に出力さ
れる。また、携帯用端末機の使用者は出力されるズームゲージを直接調節して出力画面の
倍率を調節してもよい。
【００３２】
　次に、携帯用端末機はステップＳ３０７に進行して端末機の現在状態に対する傾きを測
定する。
　これは使用者による携帯用端末機の傾かせによって携帯用端末機の出力画面の倍率が調
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節されることであり、出力画面の倍率調節のための傾きを感知したか否かを判断するため
のものである。
【００３３】
　次に、携帯用端末機はステップＳ３０９に進行してステップＳ３０７で測定した傾きを
用いて携帯用端末機の出力画面を拡大しようとする使用者による傾かせであるかどうかを
確認する。
　もし、ステップＳ３０９で出力画面を拡大しようとする使用者による傾かせであると確
認された場合、携帯用端末機はステップＳ３１１に進行して測定された傾きに応じた出力
画面の拡大倍率を確認する。
【００３４】
　次に、携帯用端末機はステップＳ３１３に進行して確認された倍率に基準点周辺を拡大
するように処理した後、ステップＳ３１５に進行して拡大倍率に応じて既出力されたズー
ムゲージを変更する。すなわち、携帯用端末機は変更されたズームゲージを用いて出力画
面の現在の拡大された倍率を示す。
【００３５】
　一方、ステップＳ３０９で出力画面を縮小しようとする使用者による傾かせであると確
認された場合、携帯用端末機はステップＳ３１７に進行して測定された傾きに応じた出力
画面の縮小倍率を確認する。
【００３６】
　次に、携帯用端末機はステップＳ３１９に進行して確認された倍率に基準点周辺を縮小
するように処理した後、ステップＳ３２１に進行して縮小倍率に応じて既出力されたズー
ムゲージを変更する。すなわち、携帯用端末機は変更されたズームゲージを用いて出力画
面の現在の縮小された倍率を示す。すなわち、ズームゲージの数値（倍率）は端末機の傾
きが固定されるまで傾きの変化に応じて変更される。
【００３７】
　例えば、携帯用端末機は使用者の傾きに対する拡大及び縮小の倍率を次のようにまとめ
て保存することができる。
【表１】

【００３８】
　この際、携帯用端末機は、端末機の動作状態に応じて出力画面の倍率を変更するように
傾き情報を区分する。
　すなわち、横モードに動作する携帯用端末機はＸ軸センシング情報を用いて傾きを把握
した後、出力画面の倍率を調節し、
　縦モードに動作する携帯用端末機はＹ軸センシング情報を用いて傾きを把握した後、出
力画面の倍率を調節することができる。
　また、傾きの変化が増加することは携帯用端末機が使用者によってさらに傾かせられた
ことになる。
【００３９】
　上記の拡大／縮小の倍率に応じてズームゲージを変更した携帯用端末機は、ステップＳ
３２３に進行して端末機に対する傾き変更の測定を終了するのか否かを確認する。
　すなわち、携帯用端末機は、使用者が現在出力画面の倍率が適当であると判断して端末
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機を傾かせる段階を終了したのか確認（端末機の傾きが固定したのか確認）することであ
る。
　もし、ステップＳ３２３で端末機に対する傾き変化の測定が終了していない場合（傾き
の変化が継続的に発生する場合）、携帯用端末機はステップＳ３０７の段階にもどる。
【００４０】
　一方、ステップＳ３２３で端末機に対する傾きの測定が終了（傾きが固定した場合）す
る場合、携帯用端末機はステップＳ３２５に進行してズームゲージの出力を中断する。こ
の際、携帯用端末機は傾きに応じた倍率調節段階で一定時間の間の傾きが測定されてない
場合、既出力のズームゲージが消えるようにする。
　次に、携帯用端末機はステップＳ３２７に進行して現在倍率を出力画面の倍率に使用し
た後、このアルゴリズムを終了する。
【００４１】
　図４は、本発明の一実施形態による携帯用端末機のリンク選択の過程を説明するための
フローチャートである。
　図４を参照すると、リンク選択過程は、携帯用端末機に出力された画面に含まれたリン
クを使用者から選択する段階を示す。
【００４２】
　まず、携帯用端末機は、ステップＳ４０１で拡大又は縮小機能を支援するアプリケーシ
ョンを実行する。
　ここで、拡大又は縮小機能を支援するアプリケーションは、先の説明と同様にインター
ネットブラウザ、電子書籍ビューア、イメージビューア、電子新聞ビューアなどがある。
　この際、携帯用端末機は複数のリンクを含むページを出力しているとする。
【００４３】
　次に、携帯用端末機は、ステップＳ４０３に進行してリンク項目の選択のための使用者
のタッチ入力を感知したか否かを確認する。
　すなわち、ステップＳ４０３は、出力画面に含まれたリンクを選択したタッチ入力が発
生したか否かを確認することである。
　もし、ステップＳ４０３でリンク項目の選択のための使用者のタッチ入力を感知してな
い場合、携帯用端末機はステップＳ４０１の段階にもどる。
【００４４】
　一方、ステップＳ４０３でリンク項目の選択のための使用者のタッチ入力を感知した場
合、携帯用端末機はステップＳ４０５に進行して使用者のタッチ入力を感知した位置周辺
に複数のリンク項目が存在するのか確認する。
　これは携帯用端末機の使用者が限定された大きさに含まれたリンク項目を不明確に選択
した状況が生じたのか否かを確認することであり、携帯用端末機は複数のリンク項目が存
在する場合、使用者のタッチ入力が正確ではないと判断する。
【００４５】
　もし、ステップＳ４０５で使用者のタッチ入力が感知された位置周辺に一つのリンク項
目だけが存在することを確認した場合、携帯用端末機はステップＳ４１１に進行して使用
者によって選択されたリンク項目に対する動作を行う。この際、携帯用端末機はリンク項
目に対する動作で該当リンクと接続されたページを出力するように処理することもできる
。
【００４６】
　一方、ステップＳ４０５で使用者のタッチ入力が感知された位置周辺に複数のリンク項
目が存在することを確認した場合、携帯用端末機はステップＳ４０７に進行してズーム画
面状態でリンク項目が選択されたのか確認する。ここで、ステップＳ４０７はステップＳ
４０５と同様に携帯用端末機の使用者が限定された大きさに含まれたリンク項目を不明確
に選択した状況が発生したのか否かを確認することである。
【００４７】
　もし、ステップＳ４０７でズーム画面状態ではない状況でリンク項目を選択した状況が
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発生したことを確認した場合、携帯用端末機はステップＳ４１３に進行してタッチ入力が
感知された位置を予め定めた倍率に拡大することで既出力されたリンク項目が拡大され出
力されるように処理する。
【００４８】
　次に、携帯用端末機はステップＳ４１５に進行してリンク項目の選択のための使用者の
入力を再感知した後、ステップＳ４１１に進行して使用者によって再選択されたリンク項
目に対する動作を行う。
　すなわち、携帯用端末機は拡大されたリンク項目に対する使用者の選択を再感知するこ
とである。
【００４９】
　一方、ステップＳ４０７でズーム画面状態でリンク項目を選択した状況が発生したこと
を確認した場合、携帯用端末機はステップＳ４０９に進行して臨界値以上のズーム状態で
リンク項目を選択する状況であるのか否かを確認する。
　この際、携帯用端末機は最小ズーム倍率から最大ズーム倍率の間を複数のレベルに分け
て、一定レベル以上のズームが面状態を基に不明確にリンク項目を選択した状況が発生し
たのか判断することができる。
【００５０】
　一例として、携帯用端末機は下記の表２と同様にズーム倍率を区分してリンク項目に対
する選択の正確性を把握することができる。
【表２】

【００５１】
　ここで、携帯用端末機は、最小０．４の倍率から最大４．０の倍率まで出力画面の倍率
を調節することができ、３レベル以上の倍率状態で使用者によるリンク項目の選択が正確
に行われたと判断することができる。
　もし、ステップＳ４０９で不正確にリンク項目を選択した状況が発生したことを確認し
た場合（一定レベル未満のズーム画面状態でリンク項目を選択した状況が発生したことを
確認した場合）、携帯用端末機はステップＳ４１３に進行してタッチ入力が感知された位
置を予め定めた倍率に拡大することで既出力されたリンク項目が拡大され出力されるよう
に処理した後、ステップＳ４１５に進行してリンク項目の選択のための使用者の入力を再
感知する。
【００５２】
　一方、ステップＳ４０９で不正確にリンク項目を選択した状況が発生してないことを確
認した場合（一定レベル以上のズーム画面状態でリンク項目を選択した状況が発生したこ
とを確認した場合）、携帯用端末機は使用者によるリンク項目の選択が正確であると判断
してステップＳ４１１に進行した後、使用者によって選択されたリンク項目に対する動作
を行う。
　次に、携帯用端末機はこのアルゴリズムを終了する。
【００５３】
　図５（Ａ）～（Ｄ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において出力画面の倍
率を調節する画面を示す図である。
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　図５（Ａ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において基準点を設定する画面
を示す図である。
【００５４】
　図５（Ａ）を参照すると、携帯用端末機５００は、インターネットブラウザ、電子書籍
ビューア、イメージビューア、電子新聞ビューアのような出力画面の拡大又は縮小機能を
支援するアプリケージョンを実行した後、アプリケーションに該当する内容を出力する（
符号５０１）。これによって、出力画面の倍率を調節するための携帯用端末機の使用者は
タッチ入力を介して倍率調節地点に該当する基準点を設定する（符号５０３）。
【００５５】
　図５（Ｂ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機においてズームゲージを出力し
た画面を示す図である。
　図５（Ｂ）を参照すると、携帯用端末機は図５（Ａ）と同様に使用者によって基準点が
設定される場合、拡大／縮小の倍率を示すズームゲージを出力する（符号５０５）。この
際、ズームゲージは使用者による出力画面の倍率の調節に応じてゲージの倍率も共に調節
され、携帯用端末機の使用者はゲージを直接調節して出力画面の倍率を調節することもで
きる。
【００５６】
　図５（Ｃ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において傾きを用いて出力画面
を拡大させた画面を示す図である。
　図５（Ｃ）を参照すると、携帯用端末機の使用者は本発明による携帯用端末機の傾きを
介して出力画面の倍率を調節することができる。
　この際、携帯用端末機は横モード状態であることに応じてＸ軸のセンシング情報の変更
を確認し、出力画面を拡大するのかまたは縮小するのかを把握する。
【００５７】
　すなわち、例えば、使用者が横モードの携帯用端末機の上側を使用者側の方に引っ張り
寄せる場合、Ｘ軸のセンシング情報が変更されることが確認され、変更された情報に応じ
て出力画面を拡大させる（符号５０７）ことができる。これによって、図５（Ａ）に示し
た出力の内容より少ない項目の内容が出力されるが、基準点周辺の内容はセンシング情報
の変化程度、言い換えると傾きの程度に従って大きく拡大出力されて拡大倍率に応じて既
出力されたズームゲージの状態を変更する（符号５０９）。
【００５８】
　図５（Ｄ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において傾きを用いて出力画面
を縮小させた画面を示す図である。
　図５（Ｄ）を参照すると、携帯用端末機の使用者は本発明による携帯用端末機の傾きを
介して出力画面の倍率を調節することができ、横モード状態であることに応じて携帯用端
末機はＸ軸のセンシング情報の変化を確認して出力画面を拡大するのか、又は縮小するの
かを把握する。
　もし、携帯用端末機が縦モード状態である場合、携帯用端末機はＹ軸センシング情報の
変化を確認して出力画面の倍率を調節することができる。
【００５９】
　すなわち、例えば、使用者が横モードの携帯用端末機の上側を使用者側とは逆の方に押
し出す場合、Ｘ軸のセンシング情報が変更されることが確認され、変更された情報に応じ
て出力画面を縮小させる（符号５１１）ことができる。これによって、図５（Ａ）に示し
た出力の内容より多い項目の内容が出力されるが、基準点周辺の内容はセンシング情報の
変化程度、言い換えると傾きの程度に従って縮小され出力される。また、携帯用端末機は
出力画面を縮小させた後、縮小倍率に応じて出力のズームゲージの状態を変更する（符号
５１３）。
【００６０】
　図５（Ａ）～（Ｄ）に示すように、端末機の傾きに応じて変更されるズームゲージは、
端末機の傾き変化が測定されてない場合には消えて、携帯用端末機はズームゲージが消え
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る前の倍率を出力画面の倍率に設定することができる。
【００６１】
　図６（Ａ）～（Ｃ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機においてリンク項目の
選択を制御する画面を示す図である。
　図６（Ａ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機においてリンク項目の選択を感
知する画面を示す図である。
【００６２】
　図６（Ａ）を参照すると、携帯用端末機は、インターネットブラウザ、電子書籍ビュー
ア、イメージビューア、電子新聞ビューアのような出力画面の拡大又は縮小機能を支援す
るアプリケージョンを実行した後、アプリケーション実行に従う内容を出力する。
　もし、実行したアプリケージョンが電子新聞ビューアである場合、複数のリンク項目を
出力した（符号６００）後、使用者によって選択された項目に対する詳しいニュースを提
供する。
　この時、携帯用端末機の使用者は、図に示すように出力画面のリンク項目のうち、興味
あるニュースに対するリンク項目を選択する（符号６０１）。
【００６３】
　図６（Ｂ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において使用者のタッチ入力周
辺に存在するリンク項目を拡大した画面を示す図である。
　図６（Ｂ）を参照すると、使用者が図６（Ａ）のように限定された出力画面に含まれた
リンク項目が使用者より選択された場合、リンク項目の間隔が狭くて使用者が選択したい
リンク項目を正確に選択できず周辺の他のリンク項目が選択されることが発生することが
ある。
【００６４】
　本発明による携帯用端末機は以下のような状況において上記のような不正確なリンク項
目の選択が発生したと判断することができる。
　一つ目は、携帯用端末機はリンク項目間の間隔が狭い場合、上記のような状況が発生す
ると判断することであり、出力画面が拡大されてない状態がなる。
　二つ目は、携帯用端末機の出力画面が拡大されたが、リンク項目を正確に区分できる程
度まで拡大されてない状態がなる。
【００６５】
　これによって、携帯用端末機は上述のような状況が発生したことを確認した場合、使用
者によって選択されたリンク項目の周辺を基に予め定められた範囲の領域を拡大出力して
（符号６０３）使用者によるリンク項目の選択過程を再び行う。
　すなわち、図に示すように、携帯用端末機は図６（Ａ）に示すリンク項目のうち一部の
項目だけ拡大して使用者による選択の正確度を向上させる。
【００６６】
　図６（Ｃ）は、本発明の一実施形態による携帯用端末機において使用者によって選択さ
れたリンク項目の詳しい内容を出力した画面を示す図である。
　図６（Ｃ）を参照すると、携帯用端末機は図６（Ｂ）と同様の動作を介してリンク項目
の選択過程の正確性を向上させることができる。
【００６７】
　図６（Ｂ）に示すように拡大されたリンク項目から使用者が興味ある項目を再選択する
ようにすることで、図に示すように選択されたリンク項目に対する詳しい内容を出力する
ことができる。図６（Ｃ）は、使用者が選択したリンク項目の見出し（符号６０５）と見
出しと係る記事（符号６０７）を共に出力したことを示す。
　これにより、携帯用端末機の使用者がリンク項目を間違って選択した場合、キャンセル
過程を行った後、さらに正常的なリンク項目を選択する過程を行う既存の方法より便利に
リンク項目の内容を検索することができる。
【００６８】
　上述のように、本発明は携帯端末機において出力画面を制御するための装置及び方法に
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関するもので、携帯用端末機の傾きを用いて出力画面の倍率を調節して、画面の出力倍率
に応じるリンク項目を拡大出力して出力画面の倍率調節の性能を向上させ、リンク項目の
選択率を向上させることができる。
【００６９】
　尚、本発明は、上述の実施例に限られるものではない。本発明の技術的範囲から逸脱し
ない範囲内で多様に変更実施することが可能である。
【符号の説明】
【００７０】
　１００　　制御部
　１０２　　倍率確認部
　１０４　　メモリ部
　１０６　　入力部
　１０８　　表示部
　１１０　　通信部
 

【図１】

【図２】

【図３】
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